Endoscopic needle bladder neck suspension for female stress incontinence by 原, 眞 et al.
Title女子ストレス尿失禁に対するEndoscopic needle bladderneck suspension
Author(s)
原, 眞; 秋元, 成太; 吉田, 和弘; 阿部, 裕行; 大原, 正雄; 服部,
智任; 山田, 和彦; 中島, 均; 矢島, 勇臣; 藤岡, 良彰; 平澤, 精
一; 坪井, 成美




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
泌 尿 紀 要35,1859-1863,1989 1859
女子 ス トレス尿失禁に対する
Endoscopic needle bladder neck suspension
日本医科大学泌尿器科学教室(主任:秋 尤成太教授)
原 眞,秋 元 成太,吉 田 和弘,阿 部 裕行*
大原 正雄**,服部 智任,1」.1田和彦
国立東静病院泌尿器科(医 長:中 島 均)
中島 均,矢 島 勇 臣***
河北総合病院泌尿器科(科長:藤 岡良彰)
藤岡 良彰,平 澤 精一***
海老名総合病院泌尿器科(医長=坪 井成美)
坪 井 成 美
ENDOSCOPIC NEEDLE BLADDER NECK SUSPENSION 
     FOR FEMALE STRESS INCONTINENCE
Makoto HARA,  Masao AKIMOTO, Kazuhiro YOSHIDA, 
Hiroyuki ABE, Masao OHHARA, Tomotaka HATTORI 
            and Kazuhiko YAMADA 
   From the Department of Urology, Nippon Medical School 
      Hitoshi NAKAJIMA and Isaomi YAJIMA 
   From the Department of Urology, Tohsei National Hospital 
    Yoshiaki FuJIOKA and Seiichi HIRASAWA 
 From the Department of Urology, Kawakita General Hospital 
                Narumi Tsusol 
   From the Department of Urology, Ebina General Hospital
   Thirteen operations of endoscopic bladder neck suspension (Raz method) were performed for 
12 patients with stress incontinence between October, 1986 and August, 1988. In all patients, ex-
cept for one with small bladder capacity, the operations were successful. Disappearance of incon-
tinence was maintained in 10 patients 5-27 months (mean 15.3 months) after the operation, and 
the success rate of this operation was 77 % (10/13) at this follow up point. The operative tech-
nique was easy except for the adjustment of pulling up strength of the thread for suspension. We 
believe that the endoscopic needle bladder neck suspension will be performed more widely because 
this operation can be done safely in a short time without major complications and can produce 
very good results. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1859-1863, 1989) 









た い.そ の点,手 術 療 法 は 根 治 が期 待 で きる ため,欧
米 では 広 く行 われ て い るが,本 邦 で は,現 在 の と こ ろ
それ ほ ど一般 的 な もの とは な って い ない よ うで あ る.
わ れ わ れ の 施 設 では 女 子 ス ト レス尿 失 禁 に対 す る手 術
法 と してendoscopicneedlebladdernecksuspen-
siOnを採 用 し,症 例 を 重 ね て い るの で,今 回そ の 経
































誘導する,5)腔 切開 創にだした 吊りあげ針の先に
糸を通し(Fig.lb),腹壁上 まで 吊 りあげる.同 様
の操作で糸の他端も吊 りあげる。6)対 側も5)と 同
様の操作で糸を腹壁上まで吊 りあげる.7)両 側の糸





















1京,ほ か:Endoscopicneedlebladdernecksuspension・ス ト レス 尿 失 禁1861











後,出 血 量 も100～200mlで施 行 で き る もの と 考 え
られ た,手 術 後 バ レー ンカ テ ー テ ル抜 去 まで の 日数は
2～8日,平 均5.6日,ま た 手 術 後 退 院 まで の 日数 は
8～50日,平 均19日で あ っ た.術 後 の ハ ル ー ン カテ ー
テル 留 置 期 間 は 手術 数 を重 ね るほ ど,む しろ長 くな っ
なったためと考えられた.手術後退院までの日数につ



































女jニス トレ ス尿 失 禁 は,30歳以 上 の 女 一fの20～iFO%
に も認 め られ る4・5)とい う頻 度 の 高 い疾 患 では あ るが,
本邦 では 国民 性 に も よる のか 病 院 を 訪 れ る 例 は必 ず し
も多 くな い.し か し 最 近 では,か な りの 施 設 で 手術 が
行 わ れ る よ うに な り6-9),特に 侵 襲 の 少 な い 手 術法 と
してendoscopicneed[ebladdernecksuspension
手 術 を 採 用す る施 設 が 多い よ うで あ る.本 手 術 は,そ
の 原 法 はPereyraiO)によ り考 案 され,StameyH)に
よ り改 良 が 加 え ら れ た もの で,現 在 多 くの 変 法 が あ
1862 泌尿紀要35巻ll号1989年
る.わ れ わ れ はRaz3)の 変法 を 採 用 した が,こ の 方
法 の 特 徴 は,膀 胱 頸 部 周 囲 の結 合 織 を つ る ま き縫 合 し
て 挙上 す る点 で あ る.endoscoPicneedlebladde「
necksuspension法とMarsha11-Marchetti-Kranz
法12)やBurch法13)に代 表 され る 開 腹法 との手 術 成
績 の 比 較 に つ い ては い くつ か の報 告14・15)があ る が,そ
れ らに よれ ば,手 術 成 績 は 両者 間 で 差 は な い よ うで あ
る.そ うで あ れ ば,endoscopicneedlebladder
necksuspension法の方 が 手 術 侵 襲 が 少 ない,再
手 術 と して施 行す る場 合 容 易 であ る等 の点 で有 用 性 が
高 い と考 え られ る,
本 手術 は 自己 導 尿 を前 提 と して の 神経 因 性 膀胱 に も
適 応 は あ る16)が,やは り主 た る 目的 は 女子 ス ト レス 尿
失 禁 の治 療 で あ る.手 術 適 応 決 定 に は,わ れ われ は 自
覚症 状 の他 に 膀 胱頸 部 挙上 試 験,chainurethrocys-
tography,膀胱 内 圧 検 査 の3者 を 施 行 し た.膀 胱 内
圧 検 査 に つ い て は,一 般 的 にirritablebladderaこは
手術 適 応 が な い とされ て い る 。 これ らの ほ か に,尿 失
禁 の 量 を 客 観的 に評 価 す る た め に国 際 禁 制学 会に よ る
padtest17)を用 い て い る 施設 も あ る が,ス トレス尿
失 禁 の 評 価 に お いてpadtestが真 に 有 意 義 であ るか
ど うか に つ い ては 議 論 が あ る よ うで あ る18).手術 手 技
上,最 も問題 と な るの は膀 胱 頸 部 挙 上 の程 度,つ ま り
糸 を 吊 りあ げ る強 度 で あ る.こ れ が 不十 分 で あ る と手
術 効果 が え られ ず,強 す ぎ る とい つ まで も尿 閉 が続 く
こ とに な る.わ れ われ の現 在 まで の経 験 で は,術 後 の
尿 閉 が 多 少期 間 的 に長 くな って も,強 め に 糸 を 締 め た
方 が長 期 的 な 手術 成 績 は よい の では ない か とい う感 触
を え て い る.こ の 問題 に つ い てKondohら19)は,各
種 パ ラ メー タ ーを詳 細 に 検 討 し,膀 胱 頚 部 を 挙上 す る
糸 に か け る力 は,1本 の 糸 に つ き400～600g,つま り
両 側 で 計800～1200g程度 が 最 適 で あ る と の 結 論 を
だ して い る.手 術 成 績 に つ い て であ るが,わ れ わ れ の
シ リー ズは,ま だ症 例 数 も観 察 期 間 も不 十分 では あ る
が,成 功 率77%と い うの は ほか の 報 告 と比較 して 妥 当
な と ころ だ と思 わ れ る.手 術 操 作 に さ らに 習熟 す る こ
とに よ って,観 察 期 間 が の び て も,手 術成 績 は まだ 向
上 す る の で はな い か と考 え てい る.
以 上,女 子 ス トレス 尿 失 禁 に 対 す るendoscopic
needlebladdernecksuspension手術 の わ れ われ
の経 験 に つ い て 述 べ た が,本 手 術 は 手 術 侵 襲 も少 な
く,手 技 も比 較 的 容 易 で効 果 も十 分期 待 で きる こ と よ
り,ま す ます 多 く施 行 され る よ うに な るで あ ろ うと考
え られ た.
結 語
1)i2名の 女 子 ス ト レス尿 失 禁患 老 に対 し,再 手 術
1回 を 含 む 計13回のendoscoplcneedlebladder
necksuspension手術(Raz法)を 施 行 した.
2)退 院 後 の 尿 失 禁 消 失 率 は92%(12113),平均 観
察 期 間15.3ヵ月 で の 尿失 禁消 失 率 は77%(10/13)で
あ った.
3)手 術 手 技 は 慣 れ さえ す れ ば 容 易 で あ り,例 数 を
重 ね る ご とに,手 術 成 績 の 向 上,手 術 時 間 の 短 縮,出
血 量 の 減 少 が 認 め られ た,
4)本 手術 の ポ イ ン トとな る点 は膀 胱 頸 部 を 挙 上す
る糸 の 吊 りあ げ る強 度 で,こ れ に よ って 手術 の 中 ・長
期 的 な 成 績 が 大 き く影 響 され る.
5)本 手術 は 手術 侵 襲 も小 さ く,効 果 も十 分 期 待 で
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